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このたびはご契約いただきまして、誠にありがとうございます。
ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、製品を正しくお使いください。

お読みになった後はいつでも見られる場所に大切に保管してください。

ウォーターサーバー
取扱説明書
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電源コード・電源プラグの扱いかた

設置するとき

安全上の注意

・ご使用前に、この「安全上の注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。

・ここに示した注意事項は、いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、
    必ずお守りください。

・本文中の「図記号」の意味は次のとおりです。

危険

注意

警告

:  指示された内容が守られない場合、
   「死亡または重傷を負う可能性のある内容」を示します。

:  指示された内容が守られない場合は、
   「重大な身体傷害または物的損害を被る可能性のある内容」を示します。

:  指示された内容が守られない場合は、
   「軽度の身体傷害または物的損害を受ける可能性のある内容」を示します。

・この製品は、身体、感覚、精神能力が欠けている、または経験と知識が不足しているため、
    監督や指示なしに安全に機器を使用できない人（子供を含む）が使用するように作られていません。

・子供が製品で遊ばないように子供を指導してください。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •  • • • • • • • 

危険

危険

注意

警告

※ 定格電圧以外の電圧で使用すると、感電、火災の
   原因になります。

※ 漏電や故障の時に感電する原因になります。

※ 万が一油、可燃性ガスが漏れて
   製品本体の周辺に溜まると、発火の原因になります。

※ 感電、火災の原因になります。

※ 感電、短絡、発火の原因になります。

※ 感電、短絡、発火の原因になります。 ※ 感電、ケガの原因になります。

※ ウォーターサーバーが正常に動作しなかったり、
   火災の原因になります。

※ 火災の原因になります。

※ 漏電時に感電する原因になります。

※ ウォーターサーバー本体が転倒して、ケガ、
   故障の原因になります。※ 水質が悪化してしまい、異味・異臭を感じたり、

   体調に悪影響を及ぼすおそれがあります。
※ 製品外観変形の原因となります。

※ 製品故障の原因となります。

※ 製品は屋内用です。感電、故障の原因になります。

※ 水漏れ、故障の原因になります。

※ 感電、短絡、発火の原因になります。

※ 感電、火災の原因になります。

※ 感電、火災の原因になります。

※ 感電、火災の原因になります。

・電源は交流100Vで、
    定格15A以上のコンセントを使用する。

・アースを接続する。
 （アース工事は、最寄りの電気工事店に依頼して
   ください）

・ガストーブやコンロの横など、油、可燃性
    ガスの漏れるおそれのある場所には設置しない。

・電源コードとプラグを無理に曲げたり、
    束ねたり引っ張ったりしないでください。

・電源プラグを抜くときはコードではなく、
    端のプラグを持ってください。

・電源プラグは根元まで確実に差し込む。 ・濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。

・たこ足配線はしない。
 （延長コード、電源タップは使用しない）

・アースはガス管や電話回線のアースなどに
    接続しない。

・水のかかる場所には設置しない。

・水平で安定した場所に設置する。・直射日光が当たる場所や暖房機器の近くなど、
    高温多湿になる場所には設置しない。

・設置位置は壁面で5cm以上浮かせて
    設置してください。

・屋外に設置しない。

・冬場の銅波事故の恐れのある場所に
    設置しないでください。

・電源コードや電源プラグが傷んだり、
    コンセントの差し込みがゆるいときは使わない。

・電源コードや電源プラグを
    ウォーターサーバーで押し付けない。

・電源コードを任意に加工して
    接続しないでください。

・電源プラグに付着している汚れや異物は
    きれいに拭いてご使用ください。
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お使いのとき お手入れ・その他

安全上の注意

危険 危険

注意

注意

※ 故障、感電、ケガの原因になります。

※ 故障、感電、ケガの原因になります。 ※ 故障、感電、ケガの原因になります。

※ 水漏れ、故障の原因になります。

※ 故障、感電、火災の原因になります。

※ 製品故障の原因となります。

※ ひび割れ、感電、引火、有毒ガス発生の
   原因になります。

※ 引火して火災の原因になります。

※ 火傷、故障の原因になります。

※ 火災、故障の原因になります。

※ 火傷の原因になります。

※ 故障、感電、ケガの原因になります。

※ 環境汚染の原因となります。

※ 感電、ケガ、火傷の原因になります。

・分解・改造・修理はしない。・機械室内に鋭いワイヤーやドライバーなどの
    異物を入れないでください。

・サーバー本体に水をかけたり、
    水洗いしたりしない。

・フィルターカートリッジは専用の物を使用する。

・ウォーターサーバーに異常がある場合は、
    事故防止のため、電源プラグを抜いて、
    お客様サポートセンターに必ず連絡する。

・製品の稼働中は製品を移動しないでください。

・シンナー・ベンジン、塩素系・酸性タイプの
    洗浄剤を使用しない。

・近くで可燃性スプレーを使わない。

・ウォーターサーバーの上に物を置いたり、
    乗ったり、傾けたり、ゆすったりしない。

・火気を近付けない。

・注水時にお湯に手を触れない。

・製品に重大な衝撃を与えないでください。

・浄水フィルター処理時に指定された
    処理手順により廃棄してください。

・取り扱いに慣れた方のみ使用させてください、
    子供なや乳幼児に触れさせたりしない。

警告

警告

・本製品は常時温水が使用できることから、小さなお子様が誤って操作をしますと、
   火傷をしてしまう恐れがありますので、ご使用の際は十分にご注意ください。

・子供が機器を持って遊ばないように注意してください。

※ 虫や異物が入ることがあります。

※ 水質が悪化してしまい、異味・異臭を感じたり、
   体調に悪影響を及ぼすおそれがあります。

・水補充カバーを完全に閉じてから使用して
    ください。

・長時間使用していない場合は、貯水タンクの
    水を交換し冷水と温水を十分に捨てて
    使用してください。
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各部のなまえとはたらき

ウォーターサーバー正面・背面 ウォーターサーバー正面のドア

➁

➂

➃

➄

➅

➆

➁

➂

➂

➀

➇

➈

➉

➁

➁

➂

➃

➂ ➃

➇

➅

➈

➆

➉

➀

➀

➄

トップカバー（貯水タンク収容部分）

原水弁

ドレンバルブ

フィルターカートリッジ

操作パネル 出水口（コックキャップ）

電源コード·プラグ

ドア

運搬ハンドル

電源プラグホルダー

転倒防止ワイヤ

調整脚

フィルターカートリッジ保護カバー

ドリップトレイ

・貯水タンク(容量：4.5L)を収容します。

・トップカバーを取り外して貯水タンクを
    取り外すことができます。

・フィルターを交換するときはロックしてください。

・タンク内部の水を除去できます。

・水道水をろ過するフィルターです。

・サーバーを使用する場合は必ずセットください。

・ウォーターサーバーの操作に使用します。 ・ここから冷水・温水・常温水が出ます。

・コックキャップは取り外しが出来ます。

・電源プラグの緑色の電線はアースです。

・調整脚を手で廻して高さ調整が行えます、
    製品の水平を合わせるときに使用します。

・左右フックを押して開閉できます。

・お水を受ける容器です。

・取り外しが出来ます。
※ ドリップトレイは、手前に引っ張りながら上に
    持ち上げると取り外せます。

※ 保護カバーが開いている時はアラームが鳴り、
   製品は使用できません。

※ フィルターカートリッジを交換しないときは
   保護カバーを閉めてください。

・温水タンクが熱いときにドレンバルブを開くと、やけどの危険があります。

・また、バルブが開いているときに製品を使用すると、大量の漏れの危険があります。

・絶対に任意にバルブを操作しないでください。

注意

※ドアの開放方法はフィルターカートリッジの
   交換方法をご参照ください。

➀

➃
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操作パネル

➀

➀

➁

➁

➂

➂

➃

➃

➄

➄

➅ ➆ ➇

➈➉

ロックボタン

温水ボタン(再加熱ボタン)

常温水ボタン

冷水ボタン

容量ボタン

・ボタンを2秒間長押しするとアラームが鳴り、ロックランプが消灯してロックが解除されます。

・温水機能を”ON”にすると温水ランプが点灯します。

・ロックを解除した後、ボタンを押しすると温水ランプのみ点灯、出水ボタンを押すと温水が出ます。 
    (常温水ランプと冷水ランプは消灯します。)

・ボタンを3秒間長押しするとアラームが鳴り、再加熱ランプが点滅して”再加熱”を行います。

・再加熱が完了すると”点灯”します。

・ボタンを押しするとアラームが鳴り常温水ランプのみ点灯、出水ボタンを押すと常温水が出ます。 
    (温水ランプと冷水ランプは消灯します。)

・冷水機能を”ON”にすると冷水ランプが点灯します。

・ボタンを押しするとアラームが鳴り冷水ランプのみ点灯、出水ボタンを押すと冷水が出ます。
    (温水ランプと常温水ランプは消灯します。)

・ボタンを押しすると半カップ、1カップ、2カップの中から選択します。

各部のなまえとはたらき

殺菌ボタン

水不足ランプ

節電ボタン

節電センサー

出水ボタン

・初期給水が完了すると殺菌ランプが点灯します。

・ボタンを押すと殺菌ランプが点滅して殺菌を行います。

・ランプが点灯したら貯水タンクに水を入れてください。

・ボタンを3秒間長押しするとアラームが鳴り、節電ランプが点灯して”節電機能”を行います。

・節電機能は夜間に電気料金を節約できます。

・室内の明るさを感知して、夜間にランプの明るさを調整します。

・温水、常温水、冷水を先に選択して、ボタンを押すと出水動作します。

・ボタンを2秒間長押しすると「連続出水」動作します。

・出水動作中ボタンを押すと停止します。

➅

➆

➇

➈

➉
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ウォーターサーバー設置前の確認

※ ウォーターサーバーを設置される前に、以下の項目をご確認ください。

放熱のための空間確保 1. 設置場所をご確認ください。

6. 設置後に保護のために貼られているフィルムと
     テープを剥がしてください。

2. 環境

3. 設置できる場所

・正面 : 開放

・背面 : 5cm以上

・貼られたままにしておくと、汚れや色落ち 
   の原因になります。

・右側 : 5cm以上

・左側 : 5cm以上

・臭いの強いものの近くに置くと、
   お水に臭いが移る可能性があります。
   (芳香剤、柔軟剤、洗剤、たばこ、線香など)

・水平で安定した場所

4. 設置できない場所

・傾斜のある場所
・高温多湿のところ
・床の強度が弱い場所
・直射日光の当たる場所

・屋外
・熱器具の近く
・水のかかる場所

5. 移動する場合は本体を45°以上
     傾けないでください。

・冷却機能が働かなくなる原因になります。

・事故防止の為に、転倒防止ワイヤーとアースの取り付けをおすすめします。

・地震や振動による転倒を防止するため、転倒防止ワイヤーを壁に固定してください。

   (固定金具は別途ご用意ください。)

注意

初期設置の手順

※ ウォーターサーバーを保護しているフィルムやテープを全てはがしてください。

1. 貯水タンクのふたを開けて水筒などでお水を入れてください。

1. トップカバーを製品の後ろにスライドさせ、上に持ち上げて取り外すことができます。

2. 貯水タンクに入れるお水の量は、矢印表示部まで入れてください。

2. 貯水タンクを取り外します。

3. 水を補充した後、貯水タンクのふたを閉めてください。

3. 貯水タンクに水道水を矢印表示部まで入れてください。

4. 貯水タンクを取り付け、トップカバーを組み立てます。

貯水タンクの水補充

貯水タンクに直接お水を入れた後、製品に装着

※ お水は必ず水道水を使用してください。

5cm
以上

5cm
以上

5cm
以上

▶ ▶ ▶
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初期設置の手順

1. 電源プラグをコンセントに差し込みます。

製品の起動 フィルター最適化動作

初期給水動作

1. 電源プラグをコンセントに差し込みます。

1. フラッシング動作が終わったら、トレイにカップを置いてもう一度出水ボタンを押してください。

2. トレイに大きなカップやボトルを置きます。

4. カップに受けた水は捨て、貯水タンクに水を補充してください。

3. 出水ボタンを1回押してください。

➀ 1分40秒ほど出水ボタンがスムーズに点滅します。
➁ フィルターフラッシング途中で、出水口からお水が出ます。
➂ アラームが鳴り、容量ランプが半カップから1カップに変わったら、次のステップに進みます。

➀ 1分40秒程度出水ボタンがスムーズに点滅します。
➁ 最適化動作中には若干な騒音が発生する可能性があります。
➂ アラームが鳴り、容量ランプが1カップから2カップに変わったら、次のステップに進みます。

新しいフィルターの内部に存在する可能性のある
異物を洗浄するプロセスです。

フィルター内部の水の流れ性を良くするプロセスです。

フィルターフラッシング動作中表示

フィルター最適化動作中表示

・フィルターフラッシング動作および初期給水動作では多量の水が出ますので、

    必ずコップを設置してください。（容量1L以上の容器を推奨します。）

・カップがあふれたり、貯水タンクに水の補充が必要な場合は出水ボタンを押して

    一時停止することができます。

・フィルターフラッシングや給水動作中、貯水タンクに水がない場合は自動的に一時停止し、

    アラームが鳴ります。 その際は貯水タンクに水を補充し、出水ボタンをもう一度押してください。

注意

フィルターフラッシング動作

1. フィルター最適化動作が終わったら、

     トレイにカップを置いてもう一度出水ボタンを押してください。

2. カップに受けた水は捨て、貯水タンクに水を補充してください。

➀ 2分30秒程度給水動作します。 
➁ アラームが鳴り容量ランプが2カップから半カップに変わったら完了です。

タンク給水中表示

温水タンクと冷水タンクに水を満たすプロセスです。
※ 以前の動作により貯水タンクの水がなくなった状態ですので、
   必ず水を満水(印表示部)まで補充してください。
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製品の使い方

貯水タンクの水補充

フィルターカートリッジの交換

1. 出水動作中に水不足ランプが点灯したら水を補充してください。

2. 又は、貯水タンクに直接お水を入れた後に、製品へのセットも可能です。

2. ドアを両手で持って、下に下げながら体の方に引いて開放します。

※ 故障の原因となりますので、水がないときに出水動作はしないでください。

・定期的にフィルターを交換してください。 (交換周期は製品仕様参照)

・水質の劣化や故障の原因となりますので定期的に交換してください。

・フィルターカバーを開けるとフラッシング動作をやり直す必要があります。

   ※ 初期設置手順をご参照ください。

注意

1. ドリップトレイを手前に引っ張りながら上げて取り外します。

OR ▶

▶

▶

➀ ➁

3. カバーの左右フックを押して上に上げて開きます。

▶

▶

▶

4. 原水遮断弁を締めてください。（時計回り回転）

5. 既存のフィルターを引いて取り除きます。

6. 新しいフィルタを番号に合わせて結合します。

※ バルブをロックしないと、水漏れが発生する可能性があります。
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製品の使い方

フィルターカートリッジの交換

▶

▶

▶

7. 原水遮断バルブを開けてください。

8. カバーを閉めてください。
※ カバーを閉めるときは、フックを持って「カチッ」と音がするまで押してください。

9. ドアを閉め、ドリップトレイを取り付けてください。
空焚き防止検査

※ この機能は、温水機能設定をONに変更したときに1回だけチェックします。

冷水・温水機能設定

1. 冷水機能設定 2. 温水機能設定

※ 冷水・温水機能は基本的に“ON”状態です。

➀ 冷水ボタンと常温水ボタンを同時に3秒間
    長押しすると冷水機能をON/OFFできます。

➁ 冷水機能が「ON」になるとアラームが3回鳴り、
    ランプが点灯します。

➂ 冷水機能が「OFF」になるとアラームが2回鳴り、
    ランプが消灯します。

➃ 機能設定とは無関係に冷水選択後、
    出水できますが、「冷水OFF」状態では
    冷たい水が出ません。

➀ 温水ボタンと常温水ボタンを同時に3秒間
    長押しすると温水機能をON/OFFできます。

➁ 温水機能が“ON”するとアラームが3回鳴り、
    ランプが点灯します。

➂ 温水機能が「OFF」になるとアラームが2回
    鳴りながらランプが消灯します。

➃ 機能設定とは無関係に温水選択して出水可能
    ですが、「温水OFF」状態ではお湯が出ません。

+
3秒 3秒

+
3秒 3秒

➀ 温水タンクが空いているのか、
    異常などを確認するための動作です。

➁ 自動的に動作し、
    1分間は温水の出水ができません。

➂ 検査中、温水と再加熱ランプが点滅します。

➃ 検査中は温水を選択できません。

▶
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※ 各出水選択、ロック解除は10秒間維持されます。

製品の使い方

出水方法

1. 常温水の出水方法

3. 温水出水方法

2. 冷水出水方法

➀ 常温水ボタンを押すと常温水ランプのみ
    点灯します。
    (温水ランプと冷水ランプは消灯します。)

➁ 出水ボタンを押すと常温水が出ます。

➂ 選択された容量だけ出水され、
    出水中に出水ボタンをもう一度押すと
    止まります。

➀ ロックボタンを2秒間長押しするとロックランプが消灯します。

➁ 温水ボタンを押すと、温水ランプのみ点灯します。(常温水ランプと冷水ランプは消灯します。)

➂ 出水ボタンを押すと温水が出ます。

➃ 選択された容量だけ出水され、出水中に出水ボタンをもう一度押すと止まります。

➀ 冷水ボタンを押すと冷水ランプのみ
    点灯します。
    (温水ランプと常温水ランプは消灯します。)

➁ 出水ボタンを押すと冷水が出ます。

➂ 選択された容量だけ出水され、
    出水中に出水ボタンをもう一度押すと
    止まります。

2秒

▶ ▶

▶▶

容量の選択方法

1. 容量の選択

2. 連続出水

➀ 容量ボタンを押して半カップ・1カップ・2カップの中から選択できます。

➁ 出水動作時に選択された容量だけ出ます。
      ※ 選択された容量は10秒間保持され、基本容量に戻ります。

➀ 出水選択後、出水ボタンを2秒間長押しすると連続出水動作します。

➁ 連続出水中、半カップ・1カップ・2カップランプが一緒に点滅します。

▶ ▶▶

▶OR OR
2秒

3. 基本容量の設定

➀ 容量ボタンを5秒間長押しすると、選択した容量が基本容量として設定されます。

➁ 基本容量を設定すると、アラームと共にランプが点滅します。

OR OR
5秒 5秒5秒
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製品の使い方

全体ロックの設定方法

➀ ロックボタンを7秒間長押しすると設定・解除できます。

➁ 全体ロック設定時、アラームと共にロック・温水・常温水・
    冷水が点滅します。

➂ 全体ロック解除時、アラームと共にロック・温水が点滅します。

➃ 全体ロックが設定されているときは、常温水と冷水も温水のように
    ロック解除後から選択ができます。

7秒

UV殺菌

➀ UVボタンを押すとランプが点滅し、UV殺菌動作を行います。
      ※ ボタンを押さなくても定期的にUV殺菌動作が進行します。

➁ UV殺菌動作は30分間動作し、ボタンをもう一度押すと停止します。

タンク給水動作(手動)

・長時間使用していない場合は、

    貯水タンクの水を交換しタンク給水動作を行った後使用してください。

     ※ 水質が悪化してしまい、異味・異臭を感じたり、体調に悪影響を及ぼす恐れがあります。

・次の動作で自動でお水が出てきますので必ずコップを置いてください。

     ※ 約3Lほど出水できるので大きなカップや鍋などをお勧めします。

注意

1. 温水ボタンと冷水ボタンを同時に7秒間
    長押しすると給水動作します。

2. 約2分30秒間給水動作します。+
7秒7秒

節電設定方法

再加熱動作

➀ 節電ボタンを5秒間長押しすると設定・解除できます。

➁ 設定時、アラームと共に節電ランプが点滅します。

➂ 節電機能が設定されると、節電ランプが点灯します。

➃ 節電機能が解除されると、節電ランプが消灯します。

➀ 温水ボタンを3秒間長押しするとアラームが鳴り、再加熱動作します。

➁ 再加熱動作中に再加熱ランプが点滅し、再加熱が完了すると点灯します。

➂ 再加熱中に温水ボタンを3秒間長押しすると停止します。
      ※ 再加熱中にも温水出水は可能です。
      ※ 正常温度に下がると再加熱ランプが消灯します。

夜間に温水と冷水制御温度を変更して
電気使用量を減らす機能です。

温水を加熱して、高温水にする機能です。
通常の温度から再加熱完了まで少し時間が必要です。

・再加熱ランプは、温水が高温水の場合に点灯されます。

     温水出水時にやけどしないように細心の注意を払ってください。

・節電センサーを覆わないようにご注意ください。

・周囲環境によって節電機能が正常に動作しない場合があります。

・夜間にランプの明るさが減らない場合は、製品設置位置を変更したり、

    周囲の光源を取り除いてください。

注意

注意

5秒

3秒
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その他のお手入れ

※ ウォーターサーバーの衛生を保つために、定期的にお手入れを必ず行ってください。 ※ ウォーターサーバーの衛生を保つために、定期的にお手入れを必ず行ってください。

1. 貯水タンク手入れ

2. 給水口手入れ

3. コックキャップ 4. 出水口

5. ドリップトレイ
➀ トップカバーを取外して製品から貯水タンクを取外します。

➁ 貯水タンクのふたを外します。

➂ 中性洗剤で汚れを落とした後に、よくすすいでお水を入れ替えてください。

➀ 溜まったお水をキッチンペーパーなどで拭き取り、除菌シートなどを使って掃除してください。
      ※ 表示された部分に溜まった水を必ず拭き取ってください。

・取り外して水洗いしてください。
     ※ 左回り（反時計回り）に回すと、はずれます。
     ※ １週間に１回のお手入れください。

・ブラシをノズルに差し込み
    汚れを取り除いてください。
     ※ 水漏れの原因になりますので、
         奥まで入れすぎないように注意してください。
     ※ １週間に１回のお手入れください。

・中性洗剤で汚れを落とした後に、
    よくすすいで乾いた布で水気を拭き取ってください。
     ※ ドリップトレイは、手前に引っ張りながら上に
         持ち上げると取り外せます。
     ※ １週間に１回のお手入れください。

3日に1回のお手入れください。

3日に1回のお手入れください。
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症状 確認 対応

「ブーン」という
音がする

冷却中のコンプレッサーの作動音です。
故障ではありません。

製品本体が熱い 稼働中はサーバーが多少熱を持ちますが異常ではありません。

ランプが入らず
アラームが鳴り
ます。

フィルターカートリッジ
保護カバーが開いていませんか？

フィルターカートリッジ
保護カバーを閉めてください。

冷水・温水・
常温水が
出ない

電源プラグが抜けていませんか？ 電源プラグを入れてください。

貯水タンクが空になっていませんか？
貯水タンクにお水を補充して
ください。

冷水または、常温水が出ない場合、
ロック機能を設定していませんか？

ロックを解除してください。

温水が出ない場合、
ロックの解除を忘れていませんか？

ロックを解除してください。

エラー表示が出ていませんか？
お客様サポートセンターまでご連絡
ください。

カートリッジは取り付けていますか？ カートリッジを取り付けてください。

カートリッジの交換時期が
過ぎていませんか？

カートリッジを交換してください。

出水量が少ない
貯水タンクの残水量が
少なくなっていませんか？

貯水タンクにお水を補充して
ください。

故障申告前の確認事項

※ 故障修理を依頼する前に以下の点を確認してください。
それでも異常があるときは、管理店やサービスセンターに連絡してください。

症状 確認 対応

冷水が冷えない

電源プラグが抜けていませんか？
電源プラグを入れて、
冷水ランプの点灯を確認し、
60分程度お待ちください。

冷水機能がOFFされていませんか？
冷水ランプが消灯している場合、
冷水機能をONにして60分程度お待ち
ください。

温水が
熱くならない

電源プラグが抜けていませんか？
電源プラグを入れて、
温水ランプの点灯を確認し、
30分程度お待ちください。

温水機能がOFFされていませんか？
温水ランプが消灯している場合、
温水機能をONにして30分程度お待ち
ください。

節電機能をオンにした状態で
周囲が暗くないのですか？

節電機能を解除して、
30分程度お待ちください。

※ 故障修理を依頼する前に以下の点を確認してください。
それでも異常があるときは、管理店やサービスセンターに連絡してください。
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仕様

製品名 RUHENS ezPOT ウォーターサーバー

型式 WFD-5200 WFD-5210

温度調整機
冷水 冷水サーミスタ（自動制御）

温水 温水サーミスタ（自動制御）

フィルター
カートリッジ

フィルタ
ー➀

ez CARBON BLOCK
FILTER PREMIUM

ez NANOFACT
COMBI+ FILTER

フィルタ
ー➁

ez NANOFACT
COMBI FILTER

X

交換周期 2400L 1200L

定格 100Ｖ~，50/60Ｈ

外形寸法
本体 270(W) x 375(D) x 1,080(H) mm

外箱 330(W) x 435(D) x 1,150(H) mm

重量
本体 約 21kg

外箱 約 23kg

消費電力
冷水 90W

温水 430W

容量

冷水タンク 1.5L

温水タンク 1.5L

貯水タンク 4.5L

ヒューズ 250Ｖ，10Ａ

安全装置 BIMETAL

冷媒 R-134a

冷媒量 約 28g

設置環境温度（推奨） 5℃～40℃

※ 外観および規格は製品性能改善のため変更される場合があります。

※ 水使用量によってフィルター交換周期は異なる場合があります。

○ 製造元 : 株式会社 圓峰 (Made in Korea)
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お引越し・返却のとき

➁

➀

冷水排水

温水排水

・ 排水機能の動作中に、

     図の➁番バルブを開くと冷水が排出されます。

・ 排水機能の動作中に、
     図の➀番バルブを開くと温水が排出されます。

※温水タンク、
   冷水タンクそれぞれ約1.5Lずつ排水されます。

※ドアの開放方法は
   [フィルターカートリッジの交換]をご参照ください。

➀

➁

排水作業方法

2. 排水作業

※ お引越し・返却の際は、サーバーからお水を全て排水してください。

※ 排水機能が終了すると自動的に初期給水動作状態になります。

1. 排水機能動作

➀ 常温水ボタンを7秒間長押しすると、排水機能が作動します。

➁ 運転中は、温水、再加熱、冷水ランプが点滅し、

     アラームが3秒間隔で鳴ります。

➂ 排水機能は 5 分間保持され、その後自動的に終了します。

➃ 出水ボタンを押して排水機能を手動で終了できます。

7秒

・温水タンクが熱いときにドレンバルブを開くと、やけどの危険があります。

・排水作業終了後は必ずバルブをロックしてください。

    ※ バルブが開いているときに製品を使用すると、大量の漏れの危険があります。

注意

・図のようにバルブがロックされているかどうかを確認してください。




